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　予想される東海地震に対応するために，安政東海地震（ Ｍ＝ 8.4，1854 ）の前兆現象をできる

限り調べることが，本調査研究の目的であり，数十例の地震先行現象を過去の記録より拾い出

し，そのうち約 30 例についてはその先行時間（ 異常発生より本震発生に至る時間 ）を推定する

ことが可能であった。

　収集した前兆事例は，地殻変動，鳴動（ 音 ），地震，動物異常行動，異常気象，地下水・温泉

および超能力の各項目ごとに表 1，2，3，4，5，6 および 7 にそれぞれ示す。

　これらの前兆現象事例の種類および数をとりまとめると，表 8 のようになる。これらの事例

のうち特に注目するべきものとしては，つぎのような点がある。

　（1）「下村家古文書」にあるように，地震前御前崎付近が沈降したようである。

　（2）鳴動の事例が多い。

　（3）紀州から伊豆半島にかけて，少なくとも半年くらい前より地震活動が高まっていたらし

　　い。

　先行現象が観測された地点は，四国から伊豆半島にまでおよんでいるが，第 1 図は先行現象

出現地点の震央距離ヒストグラムで，やはり近い地点の頻度が高い。第 2 図には気象および超

能力を除く先行現象出現地点を示す。

　つぎに，第 9 表に先行現象の先行時間による分類とその頻度を示す。第 3 図は先行時間Ｔ

（ 単位：日数 ）の常用対数の頻度分布で，3 つのピークがあるが，先行時間が 1 日～数日であ

るものがいちばん多い。

　安政東海地震前のやや広域における地震活動を調べるために，同地震前数年間に発生した地

震を理科年表などより抽出すると，第 10 表のようになる。これらの中規模地震の起こり方は，第

4 図のように地図上に示される。理科年表に与えられている安政東海地震の震央から各地震の

震央までの距離を求め，その距離が時間によって変化する様子を第 5 図に示す。これらの図よ

り，中規模地震の震央が安政東海地震の震央に向って移動して行ったような傾向がみられる。
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いずれにしても，安政東海地震が近づくにつれて，内陸の地震活動が高まったと考えられ，い

わゆるドーナツ・パターンが発生したとみることができよう。

　今回の調査による暫定的結論はつぎのようになる。

　（1）前兆現象の項目としては，地殻変動，鳴動（ 音 ），地震（ 広義の前震を含む ），動物異

常行動，地下水・温泉，異常気象および超能力があげられる。しかし，最後の 2 項目は先行現

象の統計からは除いてある。

　（2）先行時間のピ一クは 0.1 日，数日，200 日あたりにみられるが，数日が顕著である。

　（3）地震前相当長期間にわたって，御前崎付近の土地は沈下を続けていた。これは現在の状

況と同じである。

　（4）地震前の数年間には，中部，近畿などの内陸部において中規模地震の続発（ いわゆるド

ーナツ・パターン ）があり，それらの震央は安政東海地震の震央を目指して集中して行ったよ

うにみえる。

（ 力武常次，井野盛夫 ）
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第 2 表　鳴　　動（ 音 ）
Table 2　Rumbling（Sound）

第 1 表　地　　　殻　　　変　　　動
Table 1　Crustal movement
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第 2 表　続　き
Table 2　（Continued）
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第 2 表　続　き
Table 2　（Continued）

第 3 表　地　　　震
Table 3　Earthquake
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第 3 表　続　き
Table 3　（Continued）
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第 4 表　動物異常行動
Table 4　Anomalous animal behaviour

第 5 表　異　常　気　象
Table 5　Anomalous weather
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第 5 表　続　き　
Table 5　（Continued）
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第 5 表　続　き
Table 5　（Continued）
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第 6 表　地下水・温泉
Table 6　Underground water＆hot spring

第 7 表　超　　能　　力
Table 7　Supernatural phenomenon
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Table 9　Classification of the precursors according to the precursor time T（unit: day）. The numbers in 
parentheses indicate the numbers of precursory rumbling and earthquakes.

第 8 表　安政東海地震の前兆現象事例の種類および数
Table 8　Disciplines and numbers of the precursors to the Ansei Tokai earthquake

第 9 表　安政東海地震の先行現象の先行時間による分類とその頻度
　　　　（ カッコ内は鳴動やよび地震による先行現象の数を示す ）
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第 10 表　安政東海地震前数年間に発生した地震
Table 10　Moderately large earthquakes that occurred within a period of several years prior to the Ansei Tokai 

earthquake
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第 1 図　安政東海地震の先行現象出現地点の震央距離ヒストグラム（ 気象，超能力を除く ）

Fig. 1　Histogram of the numbers of reported precursory effects （excluding anomalous weather and supernatural 
phenomenon） as arranged according to the epicentral distance.

第 2 図　安政東海地震先行現象出現地点
Fig. 2　The points where a precursory effect is observed.
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Fig. 4　Moderately large earthquakes before the Ansei Tokai earthquake. The numbers of earthquakes coincide 
with those in Table 10.

第 3 図　安政東海地震に先行する地震先行現象の先行時間 T（ 単位：日数 ）の常用対
　　　　数の頻度分布
　　　　影をつけたデータは鳴動および地震による。

Fig. 3　Histogram of logarithmic precursor time in days precursory to the Ansei Tokai earthquake. The shaded 
columns indicate the rumbling and earthquake data.

第 4 図　安政東海地震前の中規模地震の起こり方
　　　　番号は第 10 表の番号と一致。
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第 5 図　安政東海地震の震央からはかった広義の前震の震央距離の時間変化
Fig. 5　Time-changes in the epicentral distance of the foreshocks in broad sense from the epicenter of the Ansei 

Tokai earthquake.
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